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背景と目的 
世界中で広く用いられている診断基準 DSM-IV によれば、被害妄想は、“自分が攻撃され

ている、悩まされている、だまされている、迫害されている、陰謀を企てられているとい

う誤った信念”と定義される。妄想には、被害妄想、関係妄想、誇大妄想など様々な主題

がみられる。被害妄想は最も頻繁にみられる妄想であり、統合失調症の代表的症状である。 
妄想ほど奇異でないものの被害妄想に類似した内容の観念（以下、“被害観念”とする）

は、DSM-IV 等の精神疾患の診断基準を満たさない健常者にも高頻度でみられる。本研究

では、被害観念を、“被害妄想ほど奇異ではない、自分が何らかの方法で悪意をもって扱わ

れているという観念”と定義した。健常者にみられる症状と重篤な精神疾患にみられる症

状との間の“連続説”を理論的背景として、妄想の心理学的理解や一次予防の可能性を見

据え、被害観念を対象としたアナログ研究が近年行われている。 
被害観念に関する先行研究では、被害観念の特徴、および被害観念の形成・持続要因（脆

弱性）について様々な議論がある。しかしながら、被害観念の形成に関する近年の認知モ

デルにおいて重要視されている、認知・感情要因に着目した形成・持続要因研究はほとん

ど行われていない。被害観念の形成・持続要因を明らかにすることは、連続説を背景とし

た被害妄想の形成メカニズムの理解に寄与すると考えられる。以上を踏まえ、本博士論文

は、（1）被害観念の特徴を把握する（研究 1）、（2）被害観念の形成・持続要因となる認知・

感情要因を明らかにする（研究 2、3、4）ことを目的とした（表 1）。 
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表 1 博士論文の構成と出版状況 

第 1 章 博士論文の理論的背景 
第 2 章 被害観念に関する先行研究のレビューと博士論文の目的 

第 3 章 被害観念の特徴の検討 
 研究 1 被害観念と社会不安認知の多次元比較 

• Psychological Reports 誌に掲載 

第 4 章：被害観念の形成・持続要因の検討 
 研究 2 被害観念・誇大観念とスキーマとの関連 

• 心理学研究誌に掲載 

 研究 3 被害観念とスキーマの関連についての縦断的研究 
 研究 4 被害観念と怒りの関連についての縦断的研究 

• Psychological Reports 誌に掲載 

第 5 章 総合考察 

 
 
研究 1 
被害観念と社会不安は、どちらも外的脅威の予期という点で特徴付けられるなどの類似

点が指摘され、その弁別性が疑問視されてきた。そこで、研究 1 では、被害観念と社会不

安認知の多次元的比較を行い、被害観念の特徴を明らかにすることを目的とした質問紙調

査を実施した。大学生 266 名に対し、被害観念、社会不安それぞれについて、先行研究に

基づく 8 つの次元（抵抗感、苦痛度、違和感、確信度、統制不能感、悪意の知覚、怒り、

頻度）について 5 件法で評定を求めた。分析の結果、被害観念は社会不安よりも違和感、

他者の悪意の知覚、怒りが高く、社会不安は被害観念よりも確信度、頻度が高いことが示

された。また、プロマックス法による因子分析の結果、被害観念、社会不安共に「苦悩」「他

者への反応」の 2 因子が抽出された。さらには、被害観念は社会不安よりも、悪意の知覚、

怒りの 2 次元から構成される「他者への反応」因子得点が高いことが確認された。 
研究 1 の結果は、被害観念は社会不安よりも他者の悪意の知覚、怒りを伴うといった、

他者へのネガティブな反応の強さが特徴であることを示すものと考えられた。ここから、

（1）被害観念の強い者は自己・他者スキーマ（過去の体験によって形成される自己・他者

についての信念）がネガティブに歪んでいるため、他者の悪意を知覚しやすい可能性、お

よび（2）怒りは被害観念と強く関連する可能性が示唆された。 
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研究 2 
先行研究では、自己・他者についてのネガティブに歪んだスキーマが妄想の形成に関与

することが指摘されている。しかしながら、健常者の被害観念とスキーマの関連について

の知見は限定される。そこで、研究 1 の結果を踏まえ、研究 2 では自己・他者へのスキー

マに焦点を当て、健常者にもみられる誇大妄想的な観念と比較しつつ、被害観念と強く関

連するスキーマを明らかにすることを目的とした。「被害観念はネガティブな自己スキーマ

およびネガティブな他者スキーマと強く関連する」との仮説を設定し、大学生 123 名を対

象とした質問紙調査を実施した。重回帰分析の結果、被害観念はネガティブな自己スキー

マおよび他者スキーマと強く関連することが示され、仮説は支持された。一方、誇大観念

はポジティブな自己スキーマと特異的に関連し、ネガティブな自己スキーマおよび他者ス

キーマとの間に有意な関連は確認されなかった。以上の結果から、ネガティブな自己スキ

ーマ、ネガティブな他者スキーマは被害観念と強く関連することが示唆された。 
 
研究 3 
 研究 2 は横断研究であるため、ネガティブな自己スキーマおよび他者スキーマと被害観

念の因果関係については明らかでない。そこで、研究 3 では、ネガティブな自己スキーマ

および他者スキーマと被害観念の因果関係を明らかにするため、素因・ストレスモデルに

基づく縦断的研究を行った。素因ストレスモデルは、精神病理は個人内の要因と環境要因

であるストレスとの交互作用により生起するとするモデルである。従って、研究 3 では、

素因としてネガティブな自己スキーマおよび他者スキーマを仮定した。そのうえで、「ネガ

ティブなスキーマの強い者は、ストレスを体験することによりスキーマの弱い者よりも被

害観念が喚起される」との仮説を設定し、大学生 101 名を対象に、約 1 ヶ月の間隔で 2 回

の縦断調査を実施した。1 回目では被害観念とネガティブなスキーマを、2 回目では被害観

念と 2 回の調査間のストレス体験を測定した。仮説の検証には、2 回目の被害観念得点を基

準変数とし、ステップ 1 で 1 回目の被害観念得点、ステップ 2 で主効果変数としてスキー

マおよびストレス、最後にステップ 3 でスキーマとストレスの交互作用項を順次回帰式に

投入した階層的重回帰分析を用いた。分析の結果、ネガティブな自己スキーマについては、

ストレスの主効果のみが有意であり、自己スキーマとストレスの交互作用は確認されなか

った。一方、ネガティブな他者スキーマについては、他者スキーマとストレスの交互作用

が有意であった。下位検定により交互作用の内容を検討した結果（図 1）、スキーマが強い

場合のみ、ストレスが被害観念に与える効果が有意となることが示された。すなわち、ネ

ガティブな他者スキーマが強い者ほど、強いストレスを体験すると被害観念が喚起されや

すいことが示唆された。 
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図 1 被害観念を従属変数とした場合のスキーマとストレスの交互作用 * p < .01. 

 
研究 4 
研究 1 で示唆されたように、近年、怒り傾向（以下、“特性怒り”）は被害観念の形成・

持続に関与することが示唆されている。しかしながら、先行研究は横断調査による両者の

相関分析にとどまっている。そこで、研究 4 では探索的縦断調査を行い、特性怒りと被害

観念との因果関係について検討することを目的とした。大学生 102 名を対象に、約 1 ヶ月

の間隔で 2 時点の縦断調査を実施した。参加者は 2 回にわたり、特性怒りおよび被害観念

を測定する質問紙に回答した。特性怒りと被害観念の双方向の因果パスを設定した同時効

果モデル（図 2）を検証するため、分析には構造方程式モデリングを用いた。構造方程式モ

デリングの結果、同時効果モデルについて十分な適合度が認められた。また、2 回目調査時

点において、特性怒りから被害観念に有意な正の効果パスが確認された。一方、被害観念

から特性怒りへの有意な効果は確認されなかった。これらの結果は、特性怒りの強い者ほ

ど被害観念を持ちやすいことを示すものであった。すなわち、怒り感情の強さは健常者の

被害観念の形成・持続要因のひとつであることが示唆された。 
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図 2 怒りと被害観念の同時効果モデル * p < .01. 
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総合考察 
 以上の結果から、健常者にみられる他の症状と比較した際の被害観念の特徴として、他

者の悪意の知覚および怒りを強く伴うことが示された（研究 1）。これらの結果は、被害妄

想と同様に、被害観念は他者へのネガティブな反応の強さが顕著な特徴であることを示唆

していると考えられた。 
また、健常者にみられる他の症状と比較して、被害観念はネガティブな自己スキーマお

よび他者スキーマと強く関連すること（研究 2）、とりわけ、ネガティブな他者スキーマが

強い者ほど、強いストレスを体験すると被害観念が喚起されやすいこと（研究 3）が確認さ

れた。また、特性怒りの強い者ほど被害観念を持ちやすい傾向があることも確認された（研

究 4）。よって、ネガティブなスキーマ、特にネガティブな他者スキーマおよび怒りの強さ

は被害観念の形成・持続要因のひとつとなりうることが示唆された。これらの結果は、認

知・感情要因が被害観念の形成に関与するとされる近年の認知モデルと整合的であった。

健常者にみられる症状と重篤な精神疾患にみられる症状との間の連続性を鑑みると、本博

士論文の結果は被害妄想の病理的特徴およびその形成・持続要因について示唆をもたらす

とともに、観念の一次予防および軽減を見据えた認知・感情的要因の検討の重要性を示唆

するものと考えられた。 
 
結論 

4 つの実証研究を通じて、（1）被害観念は、他の症状よりも他者の悪意の知覚、怒りを伴

うなど、他者へのネガティブな反応の強さにより特徴づけられる、（2）スキーマ、特にネ

ガティブな他者スキーマおよび特性怒りの強さは健常者の被害観念の形成・持続要因とな

りうることが示された。本博士論文は、被害観念の喚起および維持に関連する認知・感情

要因を明らかにするとともに、連続説を背景とした被害妄想の形成・持続メカニズムの理

解に資すると考えられた。 
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